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1949 年から 78 年までで食糧不足の時期とされ，第
2 期の改革開放政策開始後の 79 年から 95 年までは










1990 年から 2000 年までの発展期であり，化学工業
部門によるデンプン加工が発展した時期である。第






































































モロコシの貯蔵能力は 1000 ～ 2000 トン程度で価格
変動に応じて取り扱いを調整しているものの，市場
価格を左右する影響は小さいという。
第 3 章と第 4 章の分析から加工企業の買付価格が
産地価格を規定していることが結論できるが，第 2
章の大手加工企業の大成生化科技集団有限公司や吉
林燃料エタノール有限責任公司の経営状況に関する
記述では，構造調整期に入ってから経済成長の減速
や製品販売の不振と原料トウモロコシの価格上昇が
企業の収益性を悪化させていることが示されてい
る。つまり，個々の加工企業が製品市場の変動に応
じて産地価格を任意に調整できるのではなく，別の
要因が作用して産地価格の上昇が進行し企業の収益
性を悪化させているというのである。たとえば，流
通企業や「経紀人」という流通業者という産地にお
ける買い手の増加や加工企業間の買付競争が産地価
格の上昇の一因になっているのかもしれない。実態
は明らかにされていないが少なくとも本書の結論に
関して言えば，産地における市場的連関は必ずしも
「互恵的な」関係であるとは言い切れないのではな
いだろうか。こうした事態が，吉林省のトウモロコ
シ産業の今後の展開や農家の所得増大にどのような
問題を投げかけているのかはぜひ検討してほしい論
点である。著者の今後の研究に期待したい。
（東京農業大学国際食料情報学部教授）
